
 

 

 

 

 

 

例会日 ： 毎月第 2・第 4水曜日   

場 所 ：  各務原市産業文化センター２階 

住 所 ：  各務原市那加桜町２－１８６ 

ＴＥＬ 〈０５８〉３８２－４６４９  ＦＡＸ 〈０５８〉３８２－４７１９ 

会  長 ： 野村 公人      幹  事 ： 星川 俊輔 

副会長 ： 松井 雅史      会  報 ： 鈴木 佐千子  

 会員総数3９名（出席免除 2名）  

       （2025.7.1 現在） 

2025 年 9月 20 日（土）10：30 点鐘 

司会進行：            関中央 RC 森 敬 幹事 

10：30 点鐘      関中央 RC 吉田 和也 会長 

 国歌斉唱「君が代」 

 ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 

 お客様の紹介     関 RC 大岩 寿喜子 会長 

・第2630地区ガバナー 玉野 英美 様 （桑名北RC） 

・第 2630 地区代表幹事 安田 健三 様（桑名北 RC） 

・東海北陸道グループガバナー補佐 

           喜久生 明男様（関中央 RC） 

・ロータリー財団 R平和フェローシップ小委員会委員 

           粟倉 晋吾 様（関 RC） 

・第 2630 地区公共イメージ委員会委員 

           土屋 敏幸 様（関中央 RC） 

11：15 各クラブ委員会報告 

・出席報告：星川 俊輔 幹事 

・ニコボックス報告：大野 広 委員長 

・幹事報告：星川 俊輔 幹事 

11：30 本日のプログラム卓話 玉野 英美ガバナー 

お礼のことば･閉会挨拶 小川 定彦会長（美濃 RC） 

12：00 点鐘 関中央 RC 吉田 和也 会長 

 

 

点鐘及び開会挨拶・・・関中央 RC 吉田 和也 会長 

（＊ホストクラブ：関中央 RC） 

皆様、おはようござい

ます。 

本日はお忙しい中、ガ

バナー公式訪問にご出席

いただき、誠にありがと

うございます。 

また、玉野ガバナー、

安田地区代表幹事様におかれましても、ご臨席を賜り

厚く御礼申し上げます。先ほどのガバナー懇親会でも

貴重なお話をいただき、心より感謝申し上げます。各

クラブの取り組みや課題について意見交換でき、とて

も参考になりました。 

この後、玉野ガバナーより卓話をいただき、今後の

クラブ活動の糧とさせていただきたいと思います。さ

らに本日は、東海北陸道グループIMも開催されます。

長丁場となりますが、どうぞ最後までよろしくお願い

申し上げます。 

ＷＥＥＫＬＹ ＲＥＰＯＲＴ 

各務原ロータリークラブ 
国際ロータリー第２６３０地区  東海北陸道グループ ２０２5－２０２6年度 

国際ロータリー会長 フランチェスコ・アレッツォ氏 

             （イタリア、ラグーザ・ロータリークラブ所属） 

～ ４クラブ合同ガバナー公式訪問及びＩＭ（於：アピセ関） ～ 

    第2840例会 

令和7年9月20日（土）  

     Ｎｏ．０778 



以上、簡単ではございますが、私のご挨拶とさせて

いただきます。 

 

出席報告 

星川俊輔 幹事 

 

 

 

 

 

ニコボックス

報告 

大野 広 

 委員長 

 

 

 

卓 話 玉野 英美ガバナー 

 皆さん改めまして、こんにちは。本日は貴重なお時

間をいただきまして、誠にありがとうございます。各

務原ロータリークラブ以外の 3 クラブの皆様に於か

れましては、合同の観桜例会にお邪魔させていただき、

お世話になりありがとうございました。 

先ず今年から RI は、テーマではなくメッセージに変

わりました。前まで会長一人でテーマを決めておりま

したが、本年度から RI 理事等も加わり「UNITE FOR 

GOOD 良いことのために手をとりあおう」というメッセ

ージが掲げられました。 

そのメッセージを受け、私から今年度の地区へのメ

ッセージとして「RISE with ROTARY 地区と地域の未

来を考えて」といたしました。これは、皆さんでこ

の地区を盛り上げていただきたい、立ち上がろうと

いう思いを込めて、このメッセージとさせていただ

きました。 

 

年度替わり、計画書作成の時期には大変ご苦労をおか

けしましたが、6月の 4日マリオ会長エレクトが突然

辞任をされ、6月 14 日にフランチェスコ・アレッツォ

氏が RI 会長に指名されました。わずか 2 週間でこの

方に変わられました。 

2 月の国際協議会に行った際お会いする事が出来まし

た。 

この方は 

「誰にでも引き出しにしまってある多くの夢があり

ます。それを 1つに繋げましょう。 

ワクワクするような 

そして私たちをつなげ、世界を変えるようなひとつの

大きな夢を作りましょう」 

このようなメッセージを発言しています。 



そして「UNITE FOR GOOD 良いことのために手をとり

あおう」というメッセージは、引き続き提唱をされる

こととなりました。 

そして RIとしては、このアレッツォ RI会長が、ユン･

サングさん（韓国）を、会長エレクトに指名されてい

ましたが、半年間闘病生活をすると言う事でした。し

かしこの方も 8 月 11 日に予想せぬ辞任をされ、その

後 9月の 5日にご逝去されました。すい臓癌だったそ

うです。半年間の闘病生活後、4月から 10月まで少し

休み、そしてその間会長になるため『エレクトとして

の再開は 10 月以降に！！』と言う力強いメッセージ

をいただいておりましたが、残念なことにご逝去され

ました。 

その代わりに、オライン

カ・ハキーム・ババロラ氏

ナイジェリア、トランス・

アマディRC所属の方が、次

年度のRI会長に指名されま

した。 

 

 

 

次にRIの現況をお話させていただきますと、ロータ

リーの行動計画は2018年から変わっておりません。 

ロータリーの行動計画4つ 

・より大きなインパクトをもたらす 

・参加者の基盤を広げる 

・参加者の積極的な関わりを促す 

・適用力を高める。 

この4つの行動計画は引き続き継続していきますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

それから 3年ぶりに規定審議会が行われました。 

7 月 13 日から 17 日までアメリカのシカゴで開催し、

2630 地区からは木村バーストガバナーが参加をされ

ました。 

その中でいくつかの改定点を発表させていただきま

す。先ず人頭分担金が今年度は 82 ドル、次年度が 85.5

ドル、2028 年度には 93ドルと年々上がっています。 

大体 3 ドルぐらいは毎年上がることが決定いたしま

した。因に約 10 年前 2015 年、16 年は 55 ドルでした。

円安もありましたが、昔から比べると倍ぐらいになっ

ております。物価高の中、申し訳ありませんが決定さ

れました。 

次に地区大会の開催について。 

今までは地区大会を開催しなければならないとされ

ていましたが、地区大会を開催することが出来る、

と改められました。私の年度は地区大会を行います

が、次年度以降は場所によっては地区大会をしない

という事が起こるかもしれません。今現在河合ガバ

ナーエレクトも、中西ノミニーも地区大会を開催す

ると発表されております。  

会長エレクトセミナー（ＰＥＴＳ）と地区研修・協

議会も名前が変更になり、会長エレクトラーニング

セミナー（ＰＥＬＳ）、クラブ・リーダーシップ・

ラーニングセミナーと改正されました。  

要は研修からラーニングに変わったということです。

全てそういう風に変わりました。略すとペルスと省略

されます。 

地区研修協議会（地区協）もクラブ・リーダーシップ・

ラーニング・セミナーということで、こちらも研修か

らラーニング（研修）に改名。ただ単に皆聞くだけで

すが、ラーニングだから皆で一緒に考え、意見も聞き

ながらラーニング方式に色々と変わると聞いており

ます。 

以上でＲＩの現状報告をさせていただきます。 



 

 続いて私の自己紹介をさせて頂きます。昭和44年4

月5日生、現在56歳です。三重県いなべ市生まれで

す。短大を出て、現在は旅行会社を経営しておりま

す。ロータリークラブに入会したのは2007年1月、現

在19年目に入り、2022年に会長をしました。 

2023年11月に突然ガバナーの打診があり、3ヶ月ほど

断り続けましたが、クラブの皆さんと相談し2024年2

月に考え抜いてお引き受けを致しました。 

4月のクラブ活性化セミナーで発表させていただいた

り、5月10日会員増強セミナーでは『第2630地区は銀

河鉄道2630』であると亀井委員長のお言葉を受け、

メーテルになり皆さんを乗せ、途中下車しないでく

ださいと発表をさせていただきました。  

地区活動方針としましては、ＲＩからのメッセージ

「よいことのために手を取りあおう」の推進と、地

区活動方針メッセージ「RISE with ROTARY」を理解

し奉仕を実践していただきたいと思います。  

ＲＩ戦力計画の推進、職業奉仕の理念についての再

認識等を述べさせていただいていますので、是非と

も地区へのご協力もよろしくお願いします。  

そして私の年度も、会員増強は最優先事項の一つだ

と思っております。 

 

会員が増えれば色んな奉仕活動が沢山出来る、

そして奉仕活動を行うことによって公共イメー

ジがアップする。 

 

7 月 12 日郡上の公式訪問にお伺いした際、白鳥踊り

を郡上長良川 RC 企画で開催するとの事で、25日金曜

日フェスに参加させていただきました。 



白鳥踊りは初めてでしたが、とても明るくそしてテン

ポが速く、割と最後の方走り回るような踊りでした。

黄色い手ぬぐいと、足元に付けるピカピカ光るアクセ

サリーを、地区補助金で活用してみえました。白鳥踊

り保存会の方たちが高校生へ、踊りや太鼓、歌など全

てレクチャーをして保存会の人が歌ったりしていま

したが、最後の 30 分間は高校生が上に上がって踊る

など試行錯誤のイベントでした。この様なイベント

は、地域にもアピールになると思います。それから、

志摩 RC では、志摩市と商工会、建設業協会、ライオ

ンズとコラボして、『地域と繋がろう』と題し地区補

助金を活用したオータムコンサートを開催されます。 

この様に市や違う企業主とコラボすると、それも宣伝

効果に繋がると思いますので、良かったら考えてみて

ください。 

伊勢渡会 RC は 17 人のメンバーですが、毎年地区の補

助金を活用されています。今年度はこの百科事典ワー

クショップを開催する予定です。先程も活字離れが話

題にありました様に、今百科事典を聞くことが本当に

少ないと思います。携帯やパソコンで調べる時代、活

字離れを見越しこの様なワークショップを小学校で

開催するとのことです。 

毎年、様々なアイデアが浮かんでくると思います。そ

んな大きな事業をしなくてもいいと思いますが、小さ

い事業だとクラブの運営で全て出来てしまう。しかし

会費を使い切ってしまうと、補助事業に回すお金も無

くなってくるなど課題もあるかと思いますので、是非

地区補助金の活用をお願いします。 

それから、『クラブでの体験を形づくるものは何か』

ということで、先ほどの懇談会でも仰って見えました

が、例会が楽しいから皆さん来ることと、つながりが

ある事。 

クラブで体験を形づくるものは何か？ 

ポリオ根絶の活動も、イベントを立ち上げる事もそ

うだと思いますが、会員が楽しんでクラブの一員と

して参加・貢献できている。そして帰属意識を持て

ると感じている。クラブリーダーへの信頼、クラブ

で意見を述べられる、自分の意見に耳を傾けてくれ

ていると会員が感じている。 

会長幹事においては、色々な会員の意見を聞いてフ

ィードバックしていただければと思います。 

個人的な成長の機会が自分のスキルを伸ばし、成長

する機会がクラブとロータリーにあると会員が感じ

ているという事。そしてロータリーに参加すること

で成長し、自分のスキルがアップする事で会員の満

足感が上がると思います。  

つながりという事では、ロータリーを通じて貴重な

人間関係を築けたと会員が感じている。またクラブ

同士の繋がりや、地域との繋がりがあるとの事で引

き続き大切にして欲しいです。  

有意義な奉仕や、クラブの奉仕活動が地域社会に変

化をもたらしていると、会員が感じている。そして

奉仕活動が有意義であれば、クラブとしての満足度

も上がり、地域に与える影響も大きいと感じ、クラ

ブも盛り上がっていくと思います。  

 

私から皆様へのお願いですが、元気なクラブ作りを

してください！ 



これはPETSや協議会でも話しましたが、元気でいる

という事は会員の皆様も盛り上がりますし、帰属意

識を大切にしていただくと、満足度と積極性が高ま

ると考えます。  

元気なクラブの主な特徴として、 

・行動思向である 

・活動を見直し、改善する 

・革新的である 

・意義ある体験ができる 

・多様性とインクルージョン 

という事で、どのクラブも同じように行動思向であり、

色々な行動をしていただいていると感じます。また財

団の補助金を使って、地域に根差した活動をしていた

だいていると感じました。 

 

 

私から皆様へのお願いで、元気なクラブ作りをしてい

ただきたいと思います。続意識が必要だと思います。

戻ってくる場所があるといった続意識が必要だと思

います。 

そうする事で、満足度と積極性が高まると思います。

やはり元気なクラブの場合、クラブ内の満足度が高い

と思います。その為には、笑顔が必要だと思います。

やはり笑うことは大事だと思います。たまには活動を

見直し、毎年一緒ではなく新たな活動を得るようにや

っていただきたいと思います。 

 

 

先の事、数年後の自分のクラブがどうなるのか思い描

きながら、マネージ目標や例会の内容を考えたりして

いただきたいと思います。オープン例会もされたクラ

ブもあります。そのオープンなコミュニケーションを

推奨して下さい。しかしそれがイコール、入会に結び

つかなくても、仕方がありませんので続ける事が大事

だと思います。引き続きオープンなコミュニケーショ

ンを推進して下さい。 

最後にマイロータリーの登録をお願いしたいと思い

ます。今年の 5月に携帯からラーニング専用のアプリ

も出来ました。無料ですのでアプリを入れて行って下

さい。 

主役は各クラブです。ガバナー私と、ガバナー補佐、

そして地区委員会の皆様が、各クラブ皆さんをサポー

トします。地区の皆様でワンチームとなって、この第

2630 地区を盛り上げて頂きたいと思います。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 月 20 日(土)  

東海北陸道グループ 

 インターシティーミーティング 

会場：アピセ関 

開式：14 時 00 分点鐘 

講  師： 関鍛冶伝承館学芸員 加藤 さよ 様 

テ－マ：「温故知新～文化の継承～」 

演  題：「受けつがれる匠の技、伝統技法、 

     刃物文化の魅力」 

  

 

 

 

 

  


